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１．はじめに
1-1．研究の背景と目的
　防災の本質は、人を死なせないことであるⅰ。災
害に対する恐怖を喚起する「脅しの防災教育」や災
害に関する知識を与える「知識の防災教育」では、
恐怖を与えることになりかねず、自分が住む地域へ
の誇りをもつことができない可能性がある。また知
識を持つだけではいざというときに行動ができると
は限らない。東日本大震災で犠牲者が 1 万 8,000 人
を超える中、主体的に行動して自ら生き抜いた岩手
県釜石市の子どもたちは、「避難三原則」の教えと「姿
勢の防災教育」を受けていた。前者は主体的に避難
するための教えであり、後者は自然と共存しながら
災害に備えて逃げるという、自然の中で暮らす一員
としての姿勢を身に付ける防災教育である。自然の
恩恵を享受しながら、自分が住む地域へ誇りをもち、
主体的に避難できるようにすることが大切である。
　川に恵まれた群馬県玉村町五料地区は、その恩恵
図１　「キャサリン台風の記録」
（出所：大沢素治「キャサリン台風の記録」より転載）
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を受け、江戸時代には水運業が盛んであった。度々
小規模な洪水が起こっていたが、昭和 22 年にカス
リーン台風による川の増水で堤防が決壊し、家屋の
一階が浸水するほどの洪水被害を受け、五料地区に
おいて過去最大の被害となった。しかしこれほどの
被害を受けたにも関わらず、五料地区の全員が生き
抜くことができた。この洪水について、元小学校教
諭の大沢素治氏が 1987 年に編纂を終えた「キャサリ
ン台風の記録」ⅱ が残っている（図 1）。
　五料地区に住む子どもたちは、カスリーン台風に
よる洪水のことをよく知らない。自分が住む地域で
過去に起きた災害を知ることは、避難等の災害時に
おける主体的な行動をするために必要なことである。
そのためにはまず、災害があったことを伝える必要
がある。そこで本研究では、五料地区におけるカス
リーン台風時の状況を明らかにし、その洪水経験を
伝える防災絵本を制作することを目的とする。
1-2．研究の方法
　はじめにカスリーン台風と五料地区に関する文献
調査を行った。当時の状況を知るため、「キャサリン
台風の記録」に記載されている人々の行動や被害状
況を明らかにした。また経験者による座談会を含む
防災絵本作りのワークショップを行った。
２．カスリーン台風と玉村町五料地区
2-1．玉村町五料地区の概要
　玉村町は群馬県の南に位置し、前橋市、高崎市、
伊勢崎市と隣接し、五料地区は玉村町の東南端、利
根川と烏川の間に位置する（図 2）。明治時代中期
まで水運業が盛んであり、水運関係者が多いことか
ら船頭のむらと呼ばれていた。明治 43 年 8 月にも
洪水が発生し、多くの家屋が浸水被害を受けた。
　五料地区には平成27年3月24日に群馬県の重要無
形民俗文化財に指定された「水神祭」が伝わる。水
難事故が起こらないように願った祭りで、毎年7月
に行われている。祭りの一週間前に麦わら、ちが
や、竹で全長約6m の舟をつくって、当日は麦わら
舟をひいて地区をまわり、最後に利根川へ流すので
ある（図3、図4）。舟がつかえたところは堤防が切
れるとも言われている。
玉村町
五料地区
利根川
烏川
図２　玉村町五料地区の位置
図３　水神祭での巡行
図４　利根川から麦わら舟を流す
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2-2．カスリーン台風の概要
　カスリーン台風は昭和 22 年 9 月 15 日、関東と東
北地方で土石流、河川の氾濫や破堤による大洪水を
発生させた ( 表 1 )。関東と東北地方の中でも、特
に群馬県で大きな被害が出たⅲ。五料地区では 9 月
11 日から 14 日まで雨が降り、利根川が増水した。
15 日の朝、雨は止んでいたが夕方から大雨が突然
降り始めて洪水が発生し、多くの家屋が浸水した。
深夜 0 時頃、烏川の堤防が決壊したことで水が引い
た。
2-3．『キャサリン台風の記録』からみる被災状況と
人々の行動
　⑴　被害
　浸水の深さが分かった 56 戸のうち、位置が分かっ
た家屋は 48 戸であった。最も深かったのは 2.4m
で 4 戸あり、床下浸水 7 戸、0.5～1m 未満 5 戸、1
～2m 未満 26 戸、2～2.3m が 6 戸であった。浸水が
深かったのは、土地が低くなっている五料地区の南
側に集中していた。物の被害で多かったのは、畳
775 畳、米俵 48 俵、麦俵 105 俵などであった（表 2）。
これらは記録から見られた被害であり、実際の被害
はさらに大きかったと考えられる。
　⑵　物の避難
　記録に記載されている 58 人とその家族を含めて
71 人の行動が分かった（表 3）。午前や昼過ぎなど
浸水前に物を避難させた人は 21 人であり、27 人は
浸水が始まった夕方頃から避難させた。浸水前に避
難を始めた人たちに共通していたことは、洪水に対
して用心していたことである。「長雨で野水もあふ
れていたから用心に越したことはない」（T.A）、「食
料、薪、水を大ガメにいっぱい用意し、一週間の食
表１　カスリーン台風による関東地方の被害
都県名 死者数（人）
家屋の浸
水（戸）
家屋の倒
半壊（戸）
田畑の浸
水（ha）
東京都 8 88,430 56 2,349
千葉県 4 917 6 2,010
埼玉県 86 78,944 3,234 66,524
群馬県 592 71,029 21,884 62,300
茨城県 58 18,198 284 19,204
栃木県 352 45,642 5,917 24,402
合計 1,100 303,160 31,381 176,789
（出所：カスリーン台風写真集刊行委員会『報道写真集
昭和 22 年関東水没から 50 年―カスリーン台風』より
作成）
表２　家財・食料・家畜の被害
モ ノ
畳 775.5 畳
ふ と ん 49 枚
衣 類 10 着
風 呂 桶 6 個
肥 桶 1 個
荷 な い 桶 1 個
バ ケ ツ 2
臼 5 台
縁 台 2 台
鍋 釜 1 個
傘 2 本
櫃 1
花 瓶 1 本
お 雛 様 14 体
本 多数
書 類 多数
写 真 多数
小 物 多数
飼 料 多量
タ ン ス 3 台
下 駄 箱 1 個
履 物 2 足
ガ ラ ス 戸 1 枚
農 具 3 個
農 機 具 2 台
魚 す く い 網 1 つ
薪 多数
桑 ぜ 1
桑根のニュウ 1
橋 材、 橋 桁 多数
舟 数艘
畑 2 段＋ 1 反
食 料
米 48 俵＋ 3 斗
小 麦 96 俵
大 麦 9 俵
粉 5 斗
小 豆 1 斗
味 噌 樽 13 本
漬 物 樽 1 本
樽 2 本
塩 1 袋
さ つ ま い も 多数
じ ゃ が い も 多数
野 菜 多数
家 畜
ヤ ギ 1 匹
鶏 14 羽
雛 100 羽
（出所：大沢素治「キャサリン台風の記録」より作成）
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生活ができるようにした」（J.K）などの記述が見ら
れた。避難させるのが遅かった人の記述には、「家ま
で水は来ないと思った」（H.U）、「明治 43 年には縁
側の敷居までだったというので安心していた」
（K.O）などの記述があり、過去の洪水の経験から
想定をつくっていたと考えられる。早く行動するた
めには想定をつくらず、用心することが大切である。
　⑶　人の避難
　214 人の避難場所と避難方法が分かった。当時は
災害対策基本法（昭和 36 年制定）によって避難場
所が指定される前であったため、指定された避難場
所の記述はなかった。自宅以外の場所へ避難した人
は 144 人であり、他の人の家へ避難した人が 99 人で
最も多かった（図 5）。他の人の家では先生の家（9 人）
や村長の家（8 人）が多く、頼りにされていたこと
が考えられる。また、現在、避難場所に指定されて
いない神社や寺へ避難した人もいた。これらの場所
が避難場所の役割を担っていたことが考えられる。
　避難方法では、船頭によって舟で助けられた人が
最も多かった（図 6）。約 14 人の船頭が各々の持ち
舟で救助活動を行った。浸水時の避難には、舟が重
浸水の
深さ（ｍ）
昼過
ぎ
1 記述なし 　 △
2
　 △ 　 △
3 記述なし 　
4 記述なし
5 床下
6 記述なし
7 記述なし
8 記述なし
9 2.4
★   54.101
★   111
12 2.22
13 2.2
14 1.6
15 0.6
16 1.7
17 1
18 1
19 2.4
20 1.55
△ 　12
22 1.2
23 1
24 1.9
△ 　52
26
27
   ★
28
29 2
30 1
31
32 1.75
33 0.6
● 　3.043
35 0.3
36 0.1
37 0.3
38 0.3
39 床下
40 1.57
41 2.4
42 2.1
43 1.4
44 1.4
45 2.4
46 0.06
47 1
48
● 　194
50 1.65
51 0.1
52 1.62
53 0.5
54
55
　 △
56 0.1
57 2.2
58 2.2
注）家族で別の行動が見られた場合は２段で示している。
凡例）
ものの避難 ●
□
■ 家畜の避難 △ 舟の移動
二階へ避難 自宅内の高い所へ避難（二階以外）
救助活動 ★ 食事の用意・食事をとった
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表３　58 人の避難行動
（出所：大沢素治「キャサリン台風の記録」より作成）
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図５　避難先
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要であることが分かった。
３．防災絵本づくりワークショップ
　⑴　ワークショップの概要
　目的は、カスリーン台風によって洪水が起こった
ことを知り、その経験を伝える防災絵本を制作する
ことである。2015 年 9 月 27 日（日）10:00～16:00 と
11 月 3 日（火）10:00～16:30 に五料地区の公民館で
行った。参加者は小学生 6 人、カスリーン台風の経験
者 4 人、大学生と教員 5 人であった。初めにカスリー
ン台風に関するクイズを行い、次に当時の様子を詳
しく知るため、洪水を経験した人のお話を聞く座談
会を行った。座談会の後、絵を制作した（図 7、図 8）。
　⑵　活動の様子
　クイズでは、カスリーン台風の名前の由来や被害
にあったもの、支援されたものなどを質問した。経
験者にも答えてもらったことで、自然と座談会へと
つながった。座談会では、洪水を経験した 80 歳以
上の方 4 人に当時のことを語ってもらった。「五料
地区の人は全員助かった」、「水が来ないと思ってい
たため、浸水する前に避難した人は少なかった」、「半
鐘が鳴っている理由が分からなかった」、「水を一升
瓶に入れて持ってきてくれたり、洗濯や片付けをし
てもらったりした」など避難のことや被害を受けた
後のことを知ることができた。経験者が子どもの頃
には、洪水が毎年 1～2 回あったため、洪水には慣
れていたそうである。また川で遊ぶこともあったそ
うである。子どもたちは初めて聞くことに驚きなが
ら、絵のイメージを膨らませていた。洪水の写真を
準備し、子どもたちが具体的にイメージできるよう
にした。
　⑶　防災絵本の制作と内容
　防災絵本のテーマは、「カスリーン台風で洪水に
あった五料地区で、奇跡的に村人全員が助かった様
子や地域に伝わる水神祭について、子どもたちに伝
えること」である。絵とストーリーは、カスリーン
台風経験者のお話と「キャサリン台風の記録」の記
述内容から考えた。
　ストーリーは、洪水が起こる前から水が引いた後
の片付けまでと、現在の水神祭で構成した。過去の
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図６　避難方法
図７　座談会の様子 図８　絵本制作の様子
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図９　防災絵本「つたえたい五料のおはなし」
３ ４
２１
６５
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洪水経験により、カスリーン台風時の被害を過少に
想定したこと、避難、浸水、船頭の活躍、被害、被
災後に村の人たちが食料を分け合ったことが分かる
内容にした（図 9）。
　⑷　子どもたちの感想
　ワークショップの最後に子どもたちに感想を書い
てもらった（表 4）。「五料地区の水害は知らなかっ
たので、知らないことが知れてよかった」（M.S）、
「もっと調べてみたい」（N.K）、「なぜ一人も死者が
表４　子どもたちの感想
質問 Y.N R.T N.T N.K M.S
①
二度とカスリーン台風の
ような災害がおこらない
ようにと思います。
お祭はワクワク楽しみだ
と思うけど、それだけで
はない事が分かって良
かったです。
自分の住んでいる地いき
の祭りじゃないけど、他
の参加する人と協力して
なぜするのかの意味をう
けとめる。
昔から続いているので、
守っていきたい。
昔から行われている祭り
なので、その人たち（前
の人たち）がどんな感じ
で行っているのかを考え
てやった。
そしてもうこんな災害が
おこらないようにという
気持ちで参加した。
昔みたいな水の災害がお
きないように。
②
水神丸がぶつかった所は
大雨が降ると崩れてしま
う言い伝えがあると聞い
たので、ぶつからず遠く
まで流れて行って欲しい
なぁと思う。
とまらないでとおくまで
流れていってほしい気持
ち。
なるべく遠くに流れてい
くように。
この後、事故がおこらな
いようにという気持ち
で。
昔みたいな水の災害がお
きないように。
③
水神祭の事が良くわから
なかったから、もっと詳
しく知りたいです。
水神祭がいつからはじ
まったのか。
過去にどのような水害が
あったのか。
具体的にどんなことがお
こったか。
どのようなひがいがあっ
たのか。
④
ある→鎌倉街道武者行列 
江戸時代の生活について
ない
地いきで今と昔でかわっ
たこと
ある→カスリーン台風に
ついて
なぜ１人も死者がでな
かったのか。
ある
今回聞いたカスリーン台
風で、ていぼうがこわれ
たこと。
ある
水災害で何が一番大切
だったか。どうして一人
も亡くならなかったの
か。
⑤ はい はい はい はい はい
?
?????
?
〈カスリーン台風のお話
をきいて〉
昔は群馬県でも水害が
あった事、それでもみん
なが力を合わせて死亡者
がでなかったことが知る
ことができて良かったで
す。
〈お話をもとに絵本づく
りをして〉
お話を聞いて、場面を想
像しながら書いたり、い
ろんな道具を使ったり、
楽しかったです。初めて
だったけど絵本づくりに
参加できて良かったで
す。
〈話をきいて〉
今までそんなに大きな災
害の話は聞いたことがな
かったので、知るきかい
になったのでよかった。
〈絵本作り〉
キャサリン台風の事もわ
かってたのしめたのでよ
かった。
とても大変だった。いろ
いろな技術を学べてよ
かった。
今回のことで前に少しカ
スリーン台風の話を聞い
て、それを少し調べてみ
たいと思いました。
色々な昔の五料の水災害
の事について、今まで知
らなかったことが知れて
よかったです。
①水神祭に参加する機会があったら、どんな気持ちで参加したいですか。
②川に水神丸を流す時、どんな気持ちで見守りたいですか。
③カスリーン台風や水神祭について、どんなことを知りたいですか。
④自分が住んでいる地区のことについて、おじいさんやおばあさんからお話を聞いたことがありますか。また、どんなことを聞いてみたい
ですか。
⑤また、地域のお話の絵本をつくりたいですか。
台風による洪水経験を伝える防災絵本の制作 139
でなかったのか」（N.T）「お話を聞いて場面を想像
しながら描けた」（Y.N）という感想から、カスリー
ン台風について興味や関心を高めることができたと
いえる。また、「みんなが力を合わせて死者が出な
かったことを知ることができた」（Y.N）、「（まつり
を）他の人と協力してする意味をうけとめる」（R.T）
という、地域での助け合いについての感想も見られ
た。子どもたちが絵本制作を通して、今まで知らな
かった洪水のことを知り、地域で協力することの大
切さを感じ取ったといえる。
4．結論
　自分が住んでいる地域で発生する災害を知ること
は、災害を防いだり被害を減らしたりするために大
切なことである。防災絵本制作を通して、参加者は
五料地区でのカスリーン台風による洪水経験を知る
ことができた。座談会では、経験者の声や顔の表情、
手振りから当時の状況をイメージしやすく、子ども
たちは積極的に話を聞いていた。経験者との座談会
は、子どもたちの興味や関心を高めるために有効で
あるといえる。
　今回制作した防災絵本は、「キャサリン台風の記録」
の内容を踏まえ、座談会で聞いた話をもとにしてい
る。このような地域に伝わる災害の記録は貴重であ
るが、子どもたちが記録を手に取る機会は少ない。
子どもたちにとって身近な存在である絵本であれば、
気軽に手に取ることができる。したがって、防災絵
本により、洪水経験を伝えていくことができ、地域
の災害について考える契機になると考える。
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脚注
ⅰ　片田敏孝氏は、防災の本質はまさに災害その時にあって、
「人を死なせないこと」にあると言っている。堀井秀之・
奈良由美子（2014）：「安全・安心と地域マネジメント―東
日本大震災の教訓と課題―」，放送大学教材，p.167
ⅱ　カスリーン台風を経験した玉村町五料地区の方々の寄稿
や聞き書きによる記録である。1987 年、群馬県玉村町出
身の元小学校教諭である大沢素治氏が編纂した。被害状況
のアンケート結果、洪水経験者 58 人の記述等から構成さ
れている。この台風は、「カスリン台風」「カザリン台風」
「キャサリン台風」と呼ばれることもある。
ⅲ　群馬県が受けた被害は関東・東北地方の中で最も大きく、
赤城山を中心に死者 592 人、家屋の浸水 71,029 戸、家屋
の半倒壊 21,884 戸であった。
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